
２００８年６月１５日から１９日まで，オランダ

北ブラバンド州のEindhoven にて The７th In-

ternational Conference on Coatings on Glass

and Plastics（ICCG７）が開催された。Eindhoven

は Amsterdamから南へ電車で約１時間半のベ

ネルクスの中央部に位置していり，Philips の

本社があるなど，オランダ南部を代表する工業

都市である。ICCG７の会場となったThe NH

Conference Centre Koningshof は Eindhoven

の市街地からさらに１０kmほど離れた森の中

のKoningshof ホテルの会議場であり，ふと窓

の外に野うさぎの姿を見つけることができるほ

どのどかな環境であった。

学会は参加者が４００名弱であり，７つのセッ

ションに分かれて口頭約５０件とポスター約５０

件の計約１００件の発表と，太陽電池に関するパ

ネルディスカッションが行われた。特徴的であ

ったのは，口頭発表の会場が一つだけであり，

他の発表が同時並行で行われることが無く，全

ての発表を聴講することができることであっ

た。また，約２時間置きに３０分間もの coffee

break の時間が設けられていた。その３０分間

の間に参加者は企業が用意した展示を見て回っ

たり，参加者同士での情報交換を行ったりと発
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表以外の情報を得ることができる。また，学会

中は最終日を除いて毎晩夕食を含んだイベント

も行われ，参加者同士が触れ合う機会が多く設

けられており，単に情報を得るだけでなく，繋

がりを作る生産的なコミュニケーションも重視

された学会でであったと感じた。事実，コーテ

ィングが専門ではない私にはなかなか接点のな

い，この学会の創設者である鈴木氏，著名な先

生や他社の方々とお知り合いになれる機会が

多々あったことに非常に感謝している。

発表された内容をまとめてみると，国別では

ヨーロッパ諸国と日本の割合が高いことがわか

る。やはり，ドイツを筆頭として太陽電池に関

連するコーティング技術の発表が多くなされて

いた印象を受けた。ヨーロッパではエネルギー

消費の約５０％を建築分野で占めており，エネ

ルギー削減の可能性が高いことから，この分野

でのエネルギー削減の政策がとられているとい

うことであった。

私は１６日の夕方に１時間半用意されたポス

タープレゼンテーションセッションの中で，セ

ルフクリーニングガラスの新しい評価方法につ

いての発表を行った。コーティング技術の学会

の中で，私の発表は評価方法についてのみの内

容だったので，あまり誰も興味を持ってくれな

いかと懸念していた。しかし，予想に反して絶

えず人がやって

きて，質問や意

見をくださるの

で，１時間半と

いう時間があっ

という間に過ぎ

ていた。

学会の最終

日，全ての発表

が午前中に終了

した後，午後の

半日を使っての

カンパニーツ

アーが用意されていた。見学できるのは地元の

３社（TNO science & Industry，Holst Center，

Scheuten）であり，私は１９５０年創業のガラス

メーカーである Scheuten の Venlo 工場を訪

れ，ペアガラス，合わせガラス，Low―Eコー

ティングや強化ガラスの製造過程を見学させて

いただいた。詳細を見ることはもちろんできな

かったが，日本で私が見慣れたものと比べる

と，とてもシンプルかつダイナミックであり，

ゆとりを感じさせる製造ラインであったことが

とても羨ましく印象に残った。

次回の ICCG８は２００９年にドイツで行われ

る予定である。
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